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読み聞かせをChromebookで撮影している場面

　　

Google Jamboard

Google Forms

【子どもたちに絵本の読み聞かせをしよう】

導入で、昨年度のクリスマス交流会の様子を動画で鑑賞させることによって生徒はイメージがつかみやすくなり、主体的に取
り組めるようになったと考えられる。
従前は相互評価を用いて様々な気付きを得るようにしてきたが、この方法は他者を評価することに抵抗感を持つ生徒にとって

有効な方法だと考える。クラス全員が、自分の読み聞かせについての問題点や改善方法を『Google Jamboard』に入力した
ことで、自分では気付かなかった様々な点に気付くことができていた。自身では気付かない点に気付く方法としては相互評価
も考えられるが、ICTを用いる方法も効果的だと感じた。次回に行った読み聞かせの練習では、新たに取り組む目標を意識して
練習を行って再撮影した動画と見比べることで、自身の変化を客観的に確認することもできた。
今後の課題として、他の単元でもポートフォリオ型の振り返りを行うために、年度はじめに年間を見通した共通の振り返り

フォームを作成しておくことが必要であると考えられる。

保育園児に向けて絵本の読み聞かせを行うクリスマス交流会の企画に向け、園児が楽しめる絵本の読み聞かせの仕方を身
に付ける。
自身の絵本の読み聞かせの仕方を個人で分析し、その分析結果をクラス全体で共有する。そうすることで、他者の分析を参

考に自身の読み聞かせの仕方について必要な工夫を見いだし、改善・向上に向けた新たな目標を構想し、解決に向かう力を
養うとともに、技能の向上をめざす。

導
入

　昨年度のクリスマス交流会の様子から、
　絵本の読み聞かせ場面のイメージをつかむ。

【導入】
昨年度のクリスマス交流会の様子を撮影した
『動画』を全員で鑑賞した。

【展開】
１．絵本の読み聞かせを『Chromebookの録画
機能』で撮影し、それを確認させる。自分自身の
問題点や改善点を『Google Jamboard』に入
力する。クラス全員が入力した後に、全員の入
力内容を確認する。
２．『Google Jamboard』で全体共有する。

【まとめ】
絵本の読み聞かせ発表に向けて、身だしなみや
態度、声の大きさや視線の配り方、絵本の扱い
方、グループとしてのまとまりやその他、新たな
改 善 目 標 に つ い て 、 振 り 返 り を 『 Google
Forms』で入力する。

展
開

1. 自身の絵本の読み聞かせの様子を撮影し、
　　それを再生・確認することで、各自の問題点を
　　見出し改善方法を考え、入力する。
2. 入力した内容をクラス全体で共有する。共有
　　内容をヒントにして、今後どう読み聞かせをして
　　いくとよいかについて、グループ内で発表する。
3. これらを参考にして、声の大きさや速度、絵本
　　の持ち方や角度、めくり方などの基本的な操作
　　だけでなく、間の取り方や抑揚、目線、表情、雰
　　囲気づくりなど対象者を意識することによって
　　考えられる工夫に気付き、各自で新たに取り組
　　む課題を考え目標を設定する。

ま
と
め

1. 本時の授業で学んだことを振り返る。
2. 次回の授業で、新たに取り組む目標を踏まえた
　　絵本の読み聞かせ練習をすることを伝える。
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